
 
 

今月は世界の人々が SDGs~持続可能性~の概念を持ち、取組み始めたのか、SDGs

が誕生するまでを振り返ってみたいと思います。 

文字が多いですがぜひ知っていただきたいので最後までお付き合いお願いします。 

SDGs が誕生するまで 

1972 年「成⻑の限界」への気づき 
   1972 年、ローマクラブは報告書「成⻑の限界」で、このまま人⼝増加や環境汚染が

続くと、あと 100 年で地球の成⻑は限界に達するという警鐘を世界に鳴らしました。 

   当時、世界は第⼆次世界⼤戦後の⻄洋文明社会の物質的な豊かさを求めて、成⻑と

繁栄の道を歩んでいました。その中で、初めて地球環境への危機に目覚めたのです。 

   先進国と開発途上国の間の貧富の差が拡⼤する中で。世界全体で貧困を解決し、食

糧、教育など人間が生活するうえで最も基本的なニーズ（basic human needs）を満

たすことが、まず解決すべき課題とされました。 

   しかし、その一方で、環境を多少犠牲にしても経済開発を優先すべきと考える開発

途上国と、環境保全を優先すべきと考える先進国の間で対⽴が続きました。 

   この年、世界初の環境に関する国際会議として国連人間環境会議がスウェーデンの

ストックホルムで開催されます。この会議では「かけがえのない地球（Only One 

Earth）」のスローガンの下、世界 114 の国と地域が参加し、環境問題に国際的に取

り組むことの必要性を謳った「人間環境宣⾔」を採択します。同じ年、国連では「国

連環境計画（UNEP）」が創設され、国際協調による取組がスタートしました。 

 

1980 年代「持続可能性」の概念が登場 



   1980 年に発表された「世界⾃然資源保全戦略（World Conservation 

Strategy）」で、初めて公式に「持続可能性」という概念が登場、1987 年、「環境

と開発に関する世界委員会（WCED）」は、「ブルントラント・レポート︓我ら共有

の未来(Our Common Future)」を発表しました。この中で SDGs のルーツと⾔える

「持続可能な開発(Sustainable Development)」の概念が打ち出されました。 

   ここでは、「持続可能な開発」を「将来世代のニーズを損なうことなく、現在の世

代のニーズを満たすこと」と定義しています。 

 

1989 年「東⻄冷戦の終結」をきっかけとして経済のグローバル化

が地球環境問題への危機感に 
   1989 年、ベルリンの壁の崩壊をきっかけに東⻄冷戦が終結。経済が急激にグローバ

ル化する中で、世界の⻑期的な安定と平和には、地球環境問題が不可⽋であるとの共

通認識が指導者層に広がりました。 

 

1992 年「地球サミット（リオサミット）」〜「サスティナビリテ

ィ（持続可能性）」の概念が世界に普及、歴史的転換点に 
   そして、1992 年、ブラジル・リオデジャネイロで開催された国連環境開発会議、

「地球サミット(リオサミット)」は、持続可能な開発における歴史的転換となりまし

た。 そこでは、サスティナビリティの概念が世界的に普及し始めるきっかけになりま

した。 

   地球サミットでは、現在の持続可能な開発に関する⾏動の基本原則である「共通だ

が差異ある責任」や「予防原則」、「汚染者負担の原則」などを収めた「リオ宣⾔」

と、これを実⾏に移すための⾏動綱領としての「アジェンダ 21」が採択されました。 

   また、サミット期間中に 155 ヶ国が署名した気候変動枠組条約、157 ヵ国が署名し

た生物多様性条約など⼤きな成果を収めました。 

 

1997 年「京都議定書」〜地球温暖化への世界的な協調の取組み 



   1997 年には第 3 回気候変動枠組条約締約国会議（COP3）にて京都議定書が採択さ

れ、地球温暖化対策の世界的な協調取り組みが進みました。 

   一方、開発分野において、依然として人⼝増⼤が進む中で抜本的な解決を目指し、

2000 年、国連は 1990 年代に開催された主要な国際会議・サミットで採択された国際

開発目標を統合したミレニアム開発目標、通称「MDGs（Millennium Development 

Goals）」をまとめました。 

 

2000 年「MDGs」〜開発途上国の課題解決を目指す 
   MDGs では、2015 年を年限として開発途上国の貧困・教育・健康・環境などを改

善するための 8 つのゴールと 21 のターゲットを掲げました。 

• ゴール 1︓極度の貧困と飢餓の撲滅 

• ゴール 2︓初等教育の完全普及の達成 

• ゴール 3︓ジェンダー平等推進と⼥性の地位向上 

• ゴール 4︓乳幼児死亡率の削減 

• ゴール 5︓妊産婦の健康の改善 

• ゴール 6︓HIV／エイズ、マラリア、その他の疾病の蔓延の防止 

• ゴール 7︓環境の持続可能性確保 

• ゴール 8︓開発のためのグローバルなパートナーシップの推進 

   MDGs は極度の貧困状態にある人⼝割合の半減など、多くの目標において⼤きな前

進が⾒られました。しかし、例えば乳幼児死亡率の削減など達成できなかった目標も

数多くありました。また、21 世紀に入り、社会経済のグローバリズムの進展の陰で都

市の貧困や格差、人権などグローバリズムに取り残された人々の問題も明らかになっ

てきました。持続可能な開発とは、もはや開発途上国だけの問題ではなく、先進国を

も含む問題として顕在化してきました。 

   そして、持続可能な開発には、もはや環境と経済の両⽴が⾃明のことと考えられる

ようになりました。複雑化する世界の問題をどのように解決していけばよいか。この

問いに答えるため、政府や国際機関だけでなく、市⺠社会や科学者などさまざまな声



を集めて 3 年もの期間を費やし、MDGs の後継である「ポスト 2015 開発アジェン

ダ」が策定されました。 

 

2015 年「SDGs」〜「誰ひとり取り残さない」世界の実現を目指

して 
   そして、2015 年 9 月、MDGs の後継として 2030 年までに達成すべき持続可能な

開発目標、SDGs が誕生しました。SDGs では、開発途上国だけでなく、先進国も対象

として、世界中の国々が⾃国や世界の問題に取り組むことで、貧困を終わらせ、社会

的・経済的状況にかかわらずすべての人が尊厳を持って生きることができる、「誰ひ

とり取り残さない」世界の実現を目指すことになったのです。 

 

いかがでしたでしょうか︖ 

私たちも地球で暮らす一員です。 

私たち⾃身の為にも未来の子供たちの為にも 

今⾃分にできることを始めませんか︖ 

「SDGs とは」（農林水産省）（https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sdgs/）を加工して作成 


